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１．部活動
ぶかつどう

の目的
もくてき

２．部活動
ぶかつどう

の運営
うんえい

部活動
ぶかつどう

は、中学校
ちゅうがっこう

３年間
ねんかん

だけでなく、生涯
しょうがい

にわたってスポーツや文化
ぶんか

に親
した

しんだり、

楽
たの

しんだりすることができる資質
ししつ

・能力
のうりょく

の育成
いくせい

を目指
めざ

している。したがって、大会
たいかい

やコ

ンクールの結果
けっか

のみを目標
もくひょう

にするのではなく、日々
ひび

の練習
れんしゅう

における目標
もくひょう

に向
む

けた取
と

り組
く

みにより、一人
ひとり

ひとりが充実感
じゅうじつかん

や達成感
たっせいかん

を味
あじ

わうことができることを目的
もくてき

とする。

令和
れいわ

２年
ねん

度
ど

とよかわ ちゅうがっこう ぶかつどう かか かつどう ほうしん

　本校
ほんこう

の部活動
ぶかつどう

は、平成
へいせい

31年
ねん

1月
がつ

に策定
さくてい

された「茨木市
いばらきし

運動
うんどう

部
ぶ

活動
かつどう

の在
あ

り方
かた

に関
かん

する方
ほう

針
しん

」に則
のっと

り、望
のぞ

ましい部活動
ぶかつどう

のあるべき姿
すがた

を明確
めいかく

にし、生徒
せいと

や教員
きょういん

にとって魅力
みりょく

のある部活
ぶかつど

動
う

となるための指針
ししん

となるべくこの活動
かつどう

方針
ほうしん

を定
さだ

め、この活動
かつどう

方針
ほうしん

のもとに運営
うんえい

されるもの

とする。

年
ねん

間
かん

の活動
かつどう

計画
けいかく

並
なら

びに毎月
まいつき

の活動
かつどう

計画
けいかく

に基
もと

づいて、計画的
けいかくてき

な活動
かつどう

を行
おこな

うとともに、

保護者
ほごしゃ

にも提示
ていじ

し理解
りかい

と協力
きょうりょく

を求
もと

める。

部活動
ぶかつどう

顧問
こもん

は複数
ふくすう

で担当
たんとう

し、過度
かど

の負担
ふたん

が生
しょう

じないようにする。

３．活動
かつどう

時間
じかん

及
およ

び休養日
きゅうようび

の設定
せってい

（生徒
せいと

の健全
けんぜん

な成長
せいちょう

の確保
かくほ

）

学期中
がっきちゅう

は、週
しゅう

当
あ

たり２日
にち

以上
いじょう

の休養日
きゅうようび

を設
もう

ける。平日
へいじつ

は少
すく

なくとも１日
にち

、休日
きゅうじつ

（土曜・

日曜祝祭日等
など

）は少
すく

なくとも１日
にち

以上
いじょう

を休養日
きゅうようび

とする。週末
しゅうまつ

に大会
たいかい

参加
さんか

などで活動
かつどう

し

た場合
ばあい

は、休養日
きゅうようび

を振
ふ

り替
か

え、年間
ねんかん

で１０４日
にち

以上
いじょう

設定
せってい

する。

大会
たいかい

等
など

への参加
さんか

は年間
ねんかん

８０日
にち

程度
ていど

を上限
じょうげん

とする。

長期
ちょうき

休業中
きゅうぎょうちゅう

の休養日
きゅうようび

の設定
せってい

は、学期中
がっきちゅう

に準
じゅん

じた扱
あつか

いとする。また、夏季
かき

休業
きゅうぎょう

・冬季
とうき

休業
きゅうぎょう

中
ちゅう

は生徒
せいと

が十分
じゅうぶん

な休養
きゅうよう

をとることができ、家族
かぞく

や地域
ちいき

で過
す

ごす機会
きかい

が持
も

てるよ

うに１週間
しゅうかん

程度
ていど

の休養
きゅうよう

期間
きかん

を設
もう

ける。

１日
にち

の活動
かつどう

時間
じかん

は、平日
へいじつ

は２時間
じかん

程度
ていど

、土曜日
どようび

及
およ

び日曜日
にちようび

等
など

は３時間
じかん

程度
ていど

とする。

ただし、試合
しあい

やコンクール等
など

の場合
ばあい

は生徒
せいと

や教職員
きょうしょくいん

の過度
かど

の負担
ふたん

にならないよう

に、十分
じゅうぶん

に配慮
はいりょ

した上
うえ

で、それ以上
いじょう

の活動
かつどう

時間
じかん

を認
みと

める事
こと

とする。（教職員
きょうしょくいん

の多忙化
たぼうか

解消
かいしょう

・負担
ふたん

軽減
けいげん

）



・

・

・
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①

②

※更衣
こうい

は、各学年
かくがくねん

の男女
だんじょ

それぞれの更衣
こうい

場所
ばしょ

で行
おこな

う。

※荷物
にもつ

は各部活
かくぶかつ

指定
してい

の部室
ぶしつ

、または顧問
こもん

から指定
してい

された場所
ばしょ

で保管
ほかん

する。

美術室
びじゅつしつ

人権
じんけん

サークル室
しつ

部活動
ぶかつどう

名
めい

サッカー部
ぶ

硬式
こうしき

テニス部
ぶ

吹奏楽
すいそうがく

部
ぶ

美術
びじゅつ

部
ぶ

人権
じんけん

サークル

女子
じょし

バスケットボール部
ぶ

、女子
じょし

バドミントン部
ぶ

男子
だんし

バスケットボール部
ぶ

　　※３つの部活動
ぶかつどう

でローテーション
体育
たいいく

館
かん

活動
かつどう

場所
ばしょ

グラウンド

テニスコート

第
だい

１音楽室
おんがくしつ

活動
かつどう

場所
ばしょ

は原則
げんそく

として以下
いか

の通
とお

りとなる。

〇 部活動
ぶかつどう

の規則
きそく

平日
へいじつ

活動
かつどう

終了
しゅうりょう

時刻
じこく

・完全
かんぜん

下校
げこう

時刻
じこく

17:00通年
つうねん

・・・

※① ２月
がつ

～１０月
がつ

は、部活
ぶかつ

延長
えんちょう

が３０分
ふん

認
みと

められる。

※② ５月
がつ

～９月
がつ

の公式戦
こうしきせん

前
まえ

は、部活
ぶかつ

延長
えんちょう

に加
くわ

えて、試合
しあい

延長
えんちょう

が３０分
ふん

認
みと

められる。

活動
かつどう

・更衣
こうい

場所
ばしょ

・荷物
にもつ

の管理
かんり

について

硬式
こうしき

テニス部
ぶ

、サッカー部
ぶ

、女子
じょし

バスケットボール部
ぶ

、女子
じょし

バドミントン部
ぶ

男子
だんし

バスケットボール部
ぶ運動

うんどう

部
ぶ

文化
ぶんか

部
ぶ

吹奏楽
すいそうがく

部
ぶ

、美術
びじゅつ

部
ぶ

,人権
じんけん

サークル

適切
てきせつ

な指導
しどう

方法
ほうほう

、コミュニケーションの充実
じゅうじつ

などにより、生徒
せいと

の意欲
いよく

や自主的
じしゅてき

、自発
じはつて

的
き

な活動
かつどう

を促
うなが

す。

５．本年度
ほんねんど

の部活動
ぶかつどう

について

本年度
ほんねんど

設置
せっち

する部活動
ぶかつどう

等
など

〇

４．部活動
ぶかつどう

の指導
しどう

体罰
たいばつ

は、いかなる理由
りゆう

があっても、決
けっ

して許
ゆる

されるものではない。

また、威圧的
いあつてき

な言動
げんどう

による指導
しどう

によって生徒
せいと

の自発性
じはつせい

を損
そこ

なうことの無
な

いように考慮
こうりょ

して指導
しどう

にあたる。

長期
ちょうき

休業中
きゅうぎょうちゅう

の休養日
きゅうようび

の設定
せってい

は、学期中
がっきちゅう

に準
じゅん

じた扱
あつか

いとする。また、夏季
かき

休業
きゅうぎょう

・冬季
とうき

休業
きゅうぎょう

中
ちゅう

は生徒
せいと

が十分
じゅうぶん

な休養
きゅうよう

をとることができ、家族
かぞく

や地域
ちいき

で過
す

ごす機会
きかい

が持
も

てるよ

うに１週間
しゅうかん

程度
ていど

の休養
きゅうよう

期間
きかん

を設
もう

ける。

全
ぜん

教職員
きょうしょくいん

が休日
きゅうじつ

（土曜
どよう

・日曜
にちよう

・祝祭日
しゅくさいじつ

）に部
ぶ

j活動
かつどう

を指導
しどう

しない休養日
きゅうようび

を年間
ねんかん

５２日
にち

以
いじょ

上
う

とる。
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６．その他
た

この活動
かつどう

方針
ほうしん

は年度
ねんど

毎
まい

に見直
みなお

しを行
おこな

う。

入隊
にゅうたい

部
ぶ

について

入部
にゅうぶ

については、本校
ほんこう

の部活動
ぶかつどう

活動
かつどう

方針
ほうしん

を理解
りかい

したうえで、入部
にゅうぶ

届
とどけ

（学校
がっこう

統一
とういつ

様
よう

式
しき

）を提出
ていしゅつ

して入部
にゅうぶ

が認
みと

められる。

年度
ねんど

途中
とちゅう

で入部
にゅうぶ

することもできる。

入部
にゅうぶ

届
とどけ

は年度
ねんど

毎
まい

に提出
ていしゅつ

うする。年度
ねんど

をまたいで継続
けいぞく

する場合
ばあい

も、年度
ねんど

初
はじ

めには入
にゅ

部
うぶ

届
とどけ

が必要
ひつよう

となる。

退部
たいぶ

については、部員
ぶいん

と顧問
こもん

が話
はな

し合
あ

いを持
も

ち、保護者
ほごしゃ

の了承
りょうしょう

が得
え

られた場合
ばあい

、

退部
たいぶ

することができる。

テスト期間
きかん

前
まえ

・期間中
きかんちゅう

の活動
かつどう

休止
きゅうし

について

定期
ていき

テスト１週間前
しゅうかんまえ

からテスト最中
さいちゅう

日
び

までは、部活動
ぶかつどう

を行
おこな

ってはいけない。

ただし、公式戦
こうしきせん

や発表会
はっぴょうかい

がテスト後
ご

すぐに控
ひか

えており、やむを得
え

ず活動
かつどう

する必要
ひつよう

があ

る場合
ばあい

、管理
かんり

職
しょく

の許可
きょか

を受
う

け、部員
ぶいん

の保護者
ほごしゃ

の方
かた

に連絡
れんらく

し、保護者
ほごしゃ

の理解
りかい

を得
え

た上
うえ

で、実施
じっし

してもよい。活動
かつどう

時間
じかん

は部員
ぶいん

が無理
むり

のない範囲
はんい

の時間
じかん

設定
せってい

にする。また、こ

の場合
ばあい

の延長
えんちょう

はできない。

部活動
ぶかつどう

時
じ

の服装
ふくそう

について

制服
せいふく

、体操
たいそう

服
ふく

、各
かく

部活動
ぶかつどう

で揃
そろ

えたクラブTシャツなどで行
おこな

う。各
かく

顧問
こもん

は部活
ぶかつ

で統一
とういつ

した

服
ふく

の購入
こうにゅう

をする時
とき

には、保護者
ほごしゃ

の方
かた

への金銭的
きんせんてき

な負担
ふたん

を考慮
こうりょ

して、業者
ぎょうしゃ

や品物
しなもの

を選
えら

ぶこと。

体育
たいいく

館
かん

部活
ぶかつ

などで、開始
かいし

時間
じかん

が午後
ごご

すぐに行
おこな

われない場合
ばあい

、一度
いちど

下校
げこう

することがで

きる。再登校
さいとうこう

する場合
ばあい

は、徒歩
とほ

で（自転車
じてんしゃ

通学
つうがく

許
もと

生徒
せいと

を除
のぞ

く）、制服
せいふく

または体操
たいそう

服
ふく

で

再登校
さいとうこう

する。

休日
きゅうじつ

の活動
かつどう

は、各
かく

顧問
こもん

より活動
かつどう

時間
じかん

を部員
ぶいん

へ連絡
れんらく

する。職員室
しょくいんしつ

前
まえ

掲示板
けいじばん

を利用
りよう

して

もよい。「３．活動
かつどう

時間
じかん

及
およ

び休養日
きゅうようび

の設定
せってい

」の範囲
はんい

で実施
じっし

する。また活動
かつどう

場所
ばしょ

が学校
がっこう

以外
いがい

の場所
ばしょ

で活動
かつどう

することもできる。

休日
きゅうじつ

の活動
かつどう

について

午前中
ごぜんちゅう

授業
じゅぎょう

の場合
ばあい

及
およ

び再登校
さいとうこう

について

特別
とくべつ

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、午後
ごご

から部活動
ぶかつどう

を行
おこな

ってよい。

原則
げんそく

、昼食
ちゅうしょく

は教室
きょうしつ

でとる。その後
ご

、各
かく

部活動
ぶかつどう

の活動
かつどう

場所
ばしょ

へ移動
いどう

する。


